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第80回 大村市在宅ケアセミナー報告 
○開 催 日   平成17年11月17日（木）18：45～21：15 
○場   所   大村市役所 大会議室 
○参 加 者   93 名   新規入会者   4 名 
○内   容 
1） 講演 
『 長崎を支える医療ネットワーク 』 ～ 長崎在宅Ｄｒ．ネット ～ 
講師 長崎在宅Ｄｒ．ネット代表 藤井卓先生 
1． 在宅医療の現状 
 ・病院死と在宅死の年次推移（病院で75%、在宅で15%） 
 ・厚労省調査で約6割の方が自宅療養したい、実現困難は9割 
 ・実現不可能な理由（介護する家族に負担が8割） 
 ・在宅医療が進まない理由（医療、福祉、介護の問題） 
 ・今後の在宅医療の動向（在宅医療のニーズが増大） 
2． 長崎在宅Ｄｒ．ネットの設立 
 ・設立のきっかけと設立経緯（顔が見える連携） 
・長崎在宅Ｄｒ．ネットの考え（24時間365日の対応、研修会・勉強会の実践、 
在宅ネットワークの構築→必要なサービスが受けられる） 
 ・Ｄｒ．ネットの発足と参加医師（主治医、副主治医、連携医、協力医、病院医師→患者さんの紹介から主治
医決定まで2日以内） 
 ・退院前カンファランス、在宅他職種との密接な情報交換も必須 
3． 長崎在宅Ｄｒ．ネットの実際 
 ・事務局の開設（病院・ケアマネ等からの連絡、ＨＰの管理等） 
 ・在宅医療の推進（地域別にコーディネーター設定） 
 ・講演会、症例検討会の開催（学術講演会、イブニングセミナー） 
4． 病診連携、在宅医療のネットワークを円滑に行うには 
 ・①仲間づくり→少人数でも熱心な活動できる医師の集まりから 
 ・②信頼される連携→依頼に対する速やかな対応が必要 
 ・③認知のための努力→病院、大学病院、ケアマネ連絡協等へ広報 
・Ｄｒ．ネットは栄養士との連携も行っている 
・今のシステムを維持と、患者と家族の精神的サポートが課題 
 
 
 
 
 
第81回大村市在宅ケアセミナー開催内容 
開催日  平成18年1月19日（木）18：45～ 
場 所   大村市医師会館 講堂 
 
◎ 内   容 
1） 『食』の自立支援事業（調理教室）について 
大村市高齢福祉課 山口栄養士 
 大村市在宅介護支援センター大村市社会福祉協議会 猿渡相談員 
2） 新規事業所紹介 
3） 新年会 20時頃より （会場は同じ） 
目的 会員同士の親睦を深める 
新年会会費 1，000円 
受付時に領収兼名札を受け取りご参加下さい 
 
講演会のご案内 
◎ 1月15日（日） 10：00～15：00  参加費3，000円 
    場所 ： 大村市コミュニティセンター大会議室  



      ＮＰＯ在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク 
『全国の集いｉｎ長崎2006プレ大会 どうなる介護保険！』 
      厚生労働省老健局総務課企画官 榎本健太郎氏講演他 
         申し込み要（問い合せ先） 53-9996 
 
～お知らせ～ 
＊ 大村市医師会のホームページに、セミナー便りを掲載しています。セミナー便りの郵送費軽減にご協力で
きる方は、事務局までお知らせください。 
http://www.nagasaki.med.or.jp/oomura/caresemi/caresemi.htm 
上記ホームページ内の電子メールでも受け付けております。 
＊ 1月セミナーと新年会は、医師会館で開催されます。 
＊ 前回の内容に関する多くの質問を頂き、ありがとうございました。紙面の都合上、1月セミナー時に回答を
配布致します。 
 
編集後記 
在宅ケアセミナーのあり方に関して、期待する講義などありましたら、各事業者連絡協議会の代表幹事やセ
ミナー幹事及び下記連絡先まで遠慮なくお知らせください。 
また、セミナーだよりへのご意見・ご要望もお待ち致しております。 
連 絡 先   ５４－０１５１   セミナー広報部  野田 


